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ナショナル・ブランディング

（ブランド化≒国内外の評価獲得）

“可児市文化創造センターala”のビジネスモデル　（2020/05/18　栗田イメージ）

目的（理念）

『人間の家』
◀ ▶

「社会的共通資本」としての劇場

【ala】劇場・音楽堂 【国・可児市】行政機関

【ロールモデル】

リーズ・プレイハウス(LP)／英国芸術評議会

戦略①

マーケティング

（公的再分配≒特別交付税交付金）

 〇 アーラまち元気プロジェクト

 〇 日本版「社会的処方箋活動」

 〇 プロデュース＆国際共同制作

 〇 地域拠点契約（芸術団体）

目標（手段）

社会包摂 (social inclusion)

戦略②

文化政策

～誰ひとり孤立させない社会～

＜創　客＞ チケッティング

▽

国家（自治体）／国民（市民）市場（劇場経営）／顧客（支持者）

経営のバランスが重要
⇔

創造の自由

⇔
機会の平等

「理念・手段」を共有・協同する①自治体、劇場・音楽堂や②芸術団体・アーティスト（コミュニティ・アー

ツ・ワーカー）、劇場マネジメント研究者などが増えないと、市場の規模や評価データの分母が小さすぎて、

マーケティング・文化政策の実施成果を「可視化（一般化）」しづらい

〇地域連携イメージ：　北海道・東北／関東／中部／近畿／中四国・九州の5ブロックに3館ずつ

＊次の指定管理期間5年間で「5館」（ala・丸亀含む）、その次の5年間で「15館」を目指す▶１０～１５年構想

＜リレーション＞ ステークホルダー

▽

成果①

「劇場顧客のロイヤルティ」

地域社会における

支持・信頼に裏打ちされた

＜売れる環境づくり＞

▶ ◀

課題

＜"alaモデル"の確立～継承≒第２・第３のala＞　＆　＜ヒューマン・リソースの発掘・育成＞

＊「人事交流」「国際共同制作」など重要なプロジェクトの推進は地域連携の枠を越えて共同・連携を▶人材活用の流動性確保

＊「あーとま塾」の（年間）インターンシップ導入による＜経営人材＆地域連携館の掘り起こし＞▶全国規模のチームビルディング

＊まずは「丸亀市（市直営型？）」開館へ向け、スタッフレベルで交流を本格化→地域連携のプロトタイプ▶経営手法のパッケージ化

＊「ピラミッド」ではなく「クラスター（葡萄の房）」、「トリクルダウン」でなく「サーキット」を▶公文協・劇音協との差別化

＊"alaの経営モデル"を継承しつつ、それぞれの地域に立脚した人材・プログラム・アクティビティを▶目標設定の柔軟性・多様性

少子高齢化による

社会保障費を抑制するための

＜予防策／セーフティネット＞

【国・可児市】財政支出…減　↘

＜次のフェイズ＞

＜根拠法整備＞ 政策課題の明文化

＜ビジネスの理想＞

【ala】　　　 事業収益…増　↗

（事業への投資額[補助金含む]…増　↗）

ブルーオーシャン化

＜第一段階＞

▽

事業支援＆投資

成果②

「国・自治体の財政健全化」

 〇 多彩な市民参加創造プログラム  〇 ヘックマン・プロジェクト

◀ ▶

＜第三段階＞

＜補助金制度＞

＜コーズリレイテッド＞ B with C ／ CSV

＜第二段階＞

▽

＜評価システム＞ 実施成果の可視化


